
討 論 (6)

総 括

座 長 : 河

オブザーバー :水f相 伴仁者の一戸当り面積は下降の

傾向にあるのに対 して,ゴム栽培者の方は上昇 してい

る｡ この点か らみて水稲の生産性向上 と,マレー人C/)

水稲耕作者の政治的優位性の向上とがどう結びつけら

れるのか｡

松島(農技研):マラヤ政府が稲作を発展させようと

する背後には,マレー人の生活向上ということが合ま

れている｡

座長 :全産業中における兼の占める位置は｡

築林(農林省):マラヤの総人口 680万の中 225万人

(45万Ij-) ぐらいが 農民で,そC/)うち半数が 水田を持

ち,3/4以上を水田に依存 している農家が70万 ぐらい

である｡

座長 :農家の主食,販売価格,収穫時の雇用報酬,

小作料などについてお聞きしたい(,

築林 :くわ しい資料はないが,収量を300ガンタン/

考えられる｡ri当り粗収入は 2万円弱｡

藤原(東北大)･伊藤(農技研):マラヤではエステー

ト農業がよいのか小農経営がよいレ)か()

田中 (IRRI):収量が経営面精に支配 されているよ

うだが,経営面も7-によって技術内容は変わ らな い 0)
か｡

築林 :自然および技術条件が階層を決定 していると

,LiLう｡また大農か小農かという点は,理論的には大農

が有利だが,資本蓄積や強力な政治力のないマラヤcJ)

現状では大農形式は無理だと思 う｡ ゴムか水稲かとい

う作物選択 も,実際は地形に規制されていて個々C/)盟
家に選択の余地は少ない｡ これ らの点などか らして,

私はマラヤ農業は小農形式でゆ くより方法がないと思

/i

本岡(京大):1961年にマラヤに行 った時には,政府

ははっきり小農主義をうち出していた｡例のresettle-

lTlentprOgram では小農家族経営に基づ く村落共同

討 論

田 党 (農技研), 石 塚 喜 明 (北大)

体的な線で進められているL,

座長 :小作料,米の流通,収穫時の市田買いなどに

ついてはどうか｡

築林 :1955年度の北部マラヤのセンサスでは 面机

比で,定額現物小作が 35-57%,刈分け 47%, 自作

38-57%で,小作料は現物で90-130ガンタン/エーカ

ー,金納で 50-80ドル/エ-カー.刈分け の 場 合 は

1mairlSeaSOnにおいて 50:50であった｡市場価格

としては,庭先価格が玄米で 20ドル/katュ,卸 しで 25

-27ドル/kati, 小売で 32ドル/kati, といったとこ

ろ｡二青田買いもある｡

オブザーバー :f凋､†壷や作付期の気候について聞き

た い C,

田中 :雨期で 350cal/cmZ/min,乾期は 500ぐらい

であるo稲作期間の平均気温は 25-26ccで,特に自

然条件の欠陥はない｡

永松(九大):熱帯における低収原因として次uj点が

考え られるがどうかOすなわち, 1) 口長が短か く同

化産物の量が少ない, 2)高配のため消粍が激 しい,

3)品種に増収限界がある, 4)倒伏 しやすい, 5)脱

粒件が大で転流阻害がある｡)

山田(農技研):日長は短か くて も生育 El数が長けれ

ば同化星の不足はカバーされノよう｡また高温による呼

吸消耗が大きいことが低収の原因とも単純にはいえな

い｡また脱粒する際に形成 される分離層は維管束部 と

は関係な く,従 って転流とは関係がないと思 う｡

田中 :自然環境として木質的な欠陥は-一つ もない｡

IRR工では登熟期間の短い蓬莱米が収量が多 く,この

辺に 問題があるのでは ないか｡ なお, Malinja は

FAOでや っている ZndicaxJaponicahybrization

schemeの成功の一例とみるか｡

山田 :専門家の岡氏の意見ではPeBiFunは Zndica

であるというか ら, Malinjaの親は両方ともIndica

と思うo Lかし交配は FAO の projectの｢卜でなさ



れノたの だ か ら, 一応 これをそレ) Projectu)成功側 と

I,;-えて よいJ)では左いか ゝなお遺伝 的に全 く悠なれた

IndicaとJaPonica とをただ交配す ることによ -て,

申開の性質の もC/-)を うろことにはlもー燥廿が了)I''L_′L上月 →

石, その 万法 については検討,Ji-要す j/:"

川上 (北陸農試):Malinjaとい う名 はマ ラヤ政府が

つ けた もので,特 に Indica ∴Japonicau_),意味を強

調 した もrJ)で･.'ま左い｡ Malinja 土な ら/Lで /(]-望見種

"=み られ //''DC7･悠完全1IZndl'ca㌔(Japonicac･')後

代であ ろ

高村 (農 林省):Malinja:lLマ ラヤ稲作チ二大′i封 lI.を 与

え ろもの と考 えてよいか

J ll上 ･杉本 (東海近畿農試):マ ラヤ政府 とLて悠10

万 エーカー ぐらいを Malinja〔丁)作付 :十 二み ニ/i,てい

ノ~工､肘肥件があ って収最で)晶質 もよい 土い う ぐらい uj

意 味で,革命的な もの とは止し小石:い

田中 :収量 はどの ぐらいか/

杉本 :マ ラヤ平均が 300ガ ンタン/エー カーて, P.

W .では450ガ ンタンぐらい -～Malinjaの場 合は安全

liIところで 700ガ ンタン ぐらいであ るO

座長 :Malinja はた しか に 成功であ -1たが, ′卜後

DC7な ど新 しい品種が続 けて 吊るか どうかが亡 しろ

7tJ題であろう

田中 ･藤井 (農~rj結く):東南ア ジアで 言上七移i帖 一:'1

ヒJl上しう か

はIH面 J)情地.緋 水IIともな う技 軸rl'｣だE相狂が大 き ㌧こ

発芽失敗が起 りやすい【これ に比べて描き直 ししノ'で き

J7'苗 代を通 してレ)移柿Ll)方が安定 してい 右 ′Lff rIL I,

のJJjJ.い品種 工ついては別問題で占 ,1

白石 :カンポジャで も,水 との闇係で直描 悠敬遠 さ

れてい ろ ､

田中 :セイロンでは南二橘が圭 であ ∴工

-裾 野t:_百を促進かjJf冊jかについてであるが夫際に;三

IJ､再蜘種 を除いてill瑚ILJた方が よい と想 う J fー日工の北 ヒ

再Uつ帖 二ついて も同様 な傾向を指摘で き ろ ｡

川上 :机硯生育か らスタ- トダッシュ,をか Jl t,I:,Lj ､~

弓 と, それ IIあ った品種が必要だ-/

田中 :台情の蓬莱米が東南 ア ジアで失敗 してい :I,J)

は, 二CJ)品種に合 った 仰 押上育,Ji-させてし､工 い か J,

だ‥

山田 :イン ドやセイコンで行左われてい/吊 ､わ 沌/'〕

ブ シ17ニ ングレ)作業,.lf･'L三雄銅勺な初潮/i:_育抑制 ヒみ ∴ ;rl

っ なお 初 脚 に百が大であ ら ことと後期o)overgro-

wth が parallelか どうか とい う問題 もあノ')

座長 :論ず る膏崇が悠 っきりしないので, 具困 LJIJ･:L二

歳種や哉増時期な どを限定 して議論十/ミき て 沃 左 い

か-:

藤原 :日本の乱 臣 :,北高追 二に リン醸U)肥 功が署 し

く,仲 南では割合低い､〕更 に.;JEA･:侶二㍍ ,1'LL_三た朝 里 が

HJ-しくTJころし)はどう考えた らよいか

川 口(京大):南万では施肥経験がないU)でrJ:)な∴

･ノ)ではないかこ長明間施肥十れば南方で も肥効が小 さ

くli,7,i:思 う

座長 :リン酸の releaseが北で :1おそ く南で廿恒 ､

とい う ことも闇係 しよ う,

うが, これは窒素主の吸収力が低 いためか, -~たた.?i吸収

された窒/-1.I,三の掬生産力が低い とい うニ ヒか

山田 :/｣く耕試験を行な -､て窒素濃度を少 し高上ミ~∴
tI, 根U)伸長が Indicaで･:iす ぐ勺刷,-りされ

た′吊持)途中まで 葦才…を ぬいておいて 急 に 与え /ノ,I

Indicaで :1号LIJLく不稔が多い,) 従 一)て最適竿 美 肌虹

が低 く, 吸収 した室宗で(村動成分を作 ,-:)舵)｣すなれ :I

葦圭rrl化力が Indicaで.'i弱い とみた二吸収力につい

て･:刊 とC,j張 十万がか らんで くろので何 土も い え 7こい

､±み ,7､

田中 :肥料がい畑 i),,7,きま･亘こいし′〕に,室 圭レ)吸収力
が大で草丈 レ)み大き くfi:),N/Cのバ =/ン7､が 吊れて

相'f:.[!i':-:力が悪 く左 /7)i/)ではないか

山田 :鳥場氏が 日本で Zndp,'caとJal)om-ca 土;Ji-比

校 し;]二成績で .'i,耐肥性 の低 い (ndicaは牛百EJJj帥 二

葦-,1;ノミを多量に吸収す るが,仕育申 ･後期には根出;日か

多 くチエと1地上部の光 合成力 も落 ちア､ニヒが示 されてい

ノ｢

座長 :東南アジアU)水flTj/_L-.JI輝石三か定三日揖il'･jli'よ :)

ヒい う対応があ7''か どうかを 検討1 ,yJ,必要があろう

長谷川(京大):マ ラ｣.プレ〕畔地:三全面机のわずか 1/5

.'=十 ぎたい-坪吊′-I:計圃J〕う打 二′畑 川漕(:･Jつ 隼備二㌢,-七二一t､

潮 目が 合まれてい /:)か

森谷 (農L描式):小規模だが行r詔.),iLていノ/,

高村 :マ ラヤ政府か ら-レ付甘係･ン)招助が叫 L 二~去れ

てい∴



永松 :マラヤの品種の望ましい感光性程度は｡ 交配 して120日ぐらいのものがえられるのではないかO

山川 (佐賀大)･川瀬 (石川農試):日長や温度の差 田中 :基本栄養生長性の長い品種としてほ,蓬莱米

が小さいことから考えて, 100日前後の生育期問で, や Bulu などがある｡短期種としては感光性がほと

mainとoffの両方に栽培される品種が望まれている んどな く,一 ･二期作ともに作れる蓬莱米などがよい

が,基本栄養生良性の大きい日本品種とマラヤ品種を のではないか｡

⊂付記〕

マラヤ調査中の川口桂三郎教授からの私信によると,DC-7は ｢Masuri｣と命名され,予定どお

り ｢Malinja｣についで奨励品種となり,1965年 1月2日のFieldDayに TelokChengai農試

で農林大臣から発表されたという｡耐肥性にとみ 600gantag/acreと喧伝されている由である｡

(編集者)
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